
 

平成 29 年度 第 3 回紀の川市まち･ひと･しごと創⽣総合戦略審議会 議事録要旨 

 

開催日時  平成 30 年 2 月２2 日（木） 13 時 27 分から 14 時 35 分まで 

 

開催場所  紀の川市役所 本庁 4 階 402 中会議室 

 

出 席 者   

 【紀の川市まち･ひと･しごと創⽣総合戦略審議会】（委員 8 名） 

  仁藤会⻑、野村副会⻑、⼤畑委員、飯⽥委員、榎本委員、中村委員、林委員、横⼭委員  

 【事務局（企画調整課）】（４名） 

  角課⻑、東、野⼝、⾺場 

 【傍聴】（なし） 

 

会議の概要 

１．開 会 

２．会⻑挨拶 

３. 議 案 

� 司会 

審議会設置要綱第 6 条 第１項の規定により、会⻑を議⻑として選出。 

� 議⻑ 

審議会設置要綱第 6 条第 2 項「会議を公開」するために簡潔に取りまとめた議事録と写

真の公開並びに⾳声録⾳の承諾。 

 



 

議案①紀の川市まち・ひと･しごと創⽣総合戦略の改定について 

基本目標①地域資源を⽣かした魅⼒あるまち（~13:50） 

委 員 ：紀の川市の⻑期総合計画に関しても⼈⼝ビジョン（2060 年目標）を勘案 

し、策定しているのか？県の総合計画は、その観点で策定していると聞 

いている。 

事 務 局 ：ご指摘のとおり、市の⻑期総合計画も⼈⼝ビジョンを⾒据え策定していま 

す。紀の川市にあっては(2060 年目標)通常 3.4 万⼈のところを、努⼒目 

標として 4.5 万⼈と定めています。 

委 員 ：県は⼈⼝ビジョンの推計値よりも現状はさらに深刻化している。年間約 1 

万⼈の減少が⾒られる。 

 

基本目標②魅⼒ある仕事・職場のあるまち（~14:04） 

委 員 ：P12 のＫＰＩについて、卸売業、小売業に絞ったのはなぜか？  

事 務 局 ：⻑期総合計画の成果指標と整合を図ったことと、毎年報告される商⼯会実 

態調査報告書において、定期的に進捗状況の把握が可能なためです。 

委 員 ：P16 の創業⽀援資⾦給付件数とは？ 

事 務 局 ：市独自の給付事業を展開するためです。 

会 ⻑ ：P14 の主な取組で新規就農者を削除するのか？ 

事 務 局 ：上段の記述で抱合していることと、新たに拡充した対象者である「兼業農 

家」を際⽴たせたかったためです。 

委 員 ：P16 の「遊休化している公共施設」と記載あるが、どの程度あるのか？ 

事 務 局 ：魅⼒的な⽤地ではないかもしれないが、遊休地（公共⽤地）は⼀定数保有 

している。 



 

基本目標③若い世代から選ばれるまち（~14:12） 

委 員 ：P20 世界⼀受けたいがんの授業の「充実」が、「開催」にトーンダウンし 

ている感がある。「充実」に修正できないか？ 

事 務 局 ：「充実」に修正するよう、担当課と協議します。 

委 員 ：良い取組であり、目を引く事業であるので PR するべき。 

委 員 ：P20 の全国学⼒・学習状況調査の指標は全国平均より下回るのはどうか？ 

保護者が、この指標で納得するとは考えにくい。 

事 務 局 ：⻑期総合計画では平成 34 年度の目標値で達成する⾒込みであるが、総合

戦略は平成 31 年度の中間値を指標としています。しかしながら、委員

ご指摘とおり保護者の方々の関心などを考慮すると、指標に対して担当

課と再協議する必要があると考えます。 

委 員 ：スポーツに関する指標は設定しないのか？ 

事 務 局 ：現状では全国平均より高いため、掲載は予定しておりません。 

 

基本目標④安全・安心で暮らし続けたいまち（~14:24） 

委 員 ：京奈和関空連絡道路の重要性を鑑み、掲載は適切だと考えます。 

委 員 ：実施検討中の取組も含むとは？  

事 務 局 ：奈良県の自治体にも、期成同盟会への参画を呼びかけている。 

委 員 ：京奈和関空連絡道路事業は国の事業で、機運を高めるのが紀の川市の役目 

であると考えるが、具体的な取組が記載されていない。 

委 員 ：企業誘致、⼈⼝増加、農業振興においても重要なプロジェクトであり、将 

来的にも⼤きな広がりが期待できるので、⼤々的にアピールすべき。 

事 務 局 ：担当課と抽象的ではなく具体的な取組を協議します。 



 

議案②紀の川市まち・ひと･しごと創⽣総合戦略審議会設置要綱について（~14:26） 

【質疑なし】 

 

議案③平成３０年度 地方創⽣推進交付⾦の展開について（~14:32） 

委 員 ：海外への販路開拓の成果は？ 

事 務 局 ：現状はロットの面と、輸送コストの面で調整が難しいと聞いている。また、 

国内の販路だけでも対応できる供給量であるため、海外の富裕層に対す 

る販路を獲得できるかが今後のポイントと考えます。 

会 ⻑ ：キウイフルーツはニュージーランド産と競合する可能性がある。 

 

４. その他 

  特になし。 

 

５. 閉会（~14:32） 

副会⻑ ：⻑期総合計画との整合を図り、着実に実⾏に移していただき、より良いま 

ちにしてほしい。 

事 務 局 ：パブリックコメントを３月上旬から実施させていただきます。市⺠の方か 

らご意⾒があった場合は、皆様にご協議したいと考えております。 

 

（14:35＝閉会） 


